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四面体T の 1つの面 BCDを、底面として水平面に固定する。 

頂点 Aを、辺CDを軸として回転させる。 

辺CDの中点をM とすると 2125 22  BMAM  

三角形 BCDの面積は 212214
2

1
  

)0(  AMB とすると、頂点 Aと水平面の距離は、 sin21 である。 

 

四面体T の体積V は 

  sin14sin21212
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余弦定理より、 )cos1(4222  xAB であるから 
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このとき、 084 2  x より 2120  x  ……(答) 
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 xxxV より、V の最大値は、 42x のとき 14
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※V の最大値は、 1sin  、すなわち
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